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細胞だけでなく、細胞塊や細胞外の核酸を分離することを目的として、
サイズ分離の閾値の異なるマイクロ流路チップ、カートリッジ、送液デ
バイスを開発した。
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 閾値2.3 µm

閾値30 µmのチップで
細胞塊と単一細胞を分離
することができた。

細胞塊

単一細胞

送液デバイス

閾値2.3 µmのチップで赤血球は閾値

より小さい粒子としてふるまうことが
分かった。今後この性質を利用する。
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